
【事務事業シート】

1

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

2

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

７年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果があり、８年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIの達成

が見込まれることから、８年度の執行方法や９年度予算の見直しは想定していない。

決算額 17409 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 7237

千円 決算額 46764 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
27362 千円

最終現計

予算額
22931 千円

最終現計

予算額

98.5 ％ 達成率 132.2 ％ 達成率

54001 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 20146 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 113 ％ 達成率

件 実績値 1182

1200 件 目標値 1200 件 目標値 1200 件

実績値 1202 件 実績値 1017 件 実績値 件件 実績値 1586

当初 事　項 自殺対策強化事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

市町の自殺対策の取組みを支援するとともに、SNS相談や24時間対応の電話相談、地域

自殺対策推進センターの運営等により自殺対策を推進する。

始期 2009

終期

Ｋ  P  Ｉ

相談件数（保健所及び心と体の健康センター）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 1200 件 目標値

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

7年度のKPIの実績は想定どおりの成果が出ており、8年度以降も現状を踏まえると、KPIは目標達成すると

考えられることから、8年度の執行方法や9年度予算の見直しは想定していない。

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 25733 千円 不用額 千円

最終現計

予算額
千円

決算額 2805614 千円 決算額 2998104 千円千円 決算額 3283977 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
2813999 千円

最終現計

予算額
3091464 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 100 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

3309710 千円

実績値 100 % 実績値 %

%

実績値 100 % 実績値 100 % 実績値 100 %

% 目標値 100 % 目標値 100R  4  年  度 目標値

令和７年度　　事後評価シート

当初,2

月補正
事　項 精神障害者医療費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

精神保健福祉法に基づく措置入院費及び障害者総合支援法に基づく自立支援医療費を公

費負担する。

始期 1950

100 % 目標値 100

終期

Ｋ  P  Ｉ

公費負担制度の適正受給率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度



3

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

4

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

７

年

度

要因分析

要因
精神科病院での受け入れ基準について、複数の要件があり相談に繋がらなかった可能性がある。

総括

見直し方向性 維持

８年度も目標達成もしくはそれに近い値が期待できるため維持とする。

R8年度からは精神科救急医療システム整備費と事項統合の上で継続する。

決算額 43864 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 394

千円 決算額 43916 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
44442 千円

最終現計

予算額
44270 千円

最終現計

予算額

138.5 ％ 達成率 69.2 ％ 達成率

44310 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 44004 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 38.46 ％ 達成率

件 実績値 18

13 件 目標値 13 件 目標値 13 件

実績値 9 件 実績値 5 件 実績値 件件 実績値 9

当初 事　項 二次救急精神科医療支援体制整備事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

二次救急医療機関へ搬送された精神疾患患者を精神科病院が受入対応する経費を補助す

るとともに、情報センターの運営等を行うことにより、二次救急医療機関の負担軽減を

図る。

始期 2017

終期

Ｋ  P  Ｉ

二次救急精神科医療支援情報センターにおける受診調整件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 13 件 目標値

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

現状のニーズを踏まえるとKPIは目標達成に近い値となると考えられることから８年度の見直しは想定して

いない。

決算額 38867 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 1314

千円 決算額 40568 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
39294 千円

最終現計

予算額
39130 千円

最終現計

予算額

81.6 ％ 達成率 113.9 ％ 達成率

41882 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 38923 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 98.13 ％ 達成率

件 実績値 305

374 件 目標値 374 件 目標値 374 件

実績値 431 件 実績値 367 件 実績値 件件 実績値 426

当初 事　項 精神科救急医療システム整備費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

緊急に精神科診療が必要となった精神障がい者に対し、適切で迅速な医療を提供するた

め、精神科救急医療体制を整備する。

始期 2001

終期

Ｋ  P  Ｉ

精神科救急医療情報センターにおける救急相談件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 374 件 目標値



5

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

6

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

７

年

度

要因分析

要因
相談件数は昨年度比104％と推移したが、目標達成には至らず未達成となった。

総括

見直し方向性 維持

実績は増加傾向であり、また、現状のニーズを踏まえ、８年度の執行方法や９年度予算の見直しは想定し

ていない。

決算額 27158 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 65

千円 決算額 25486 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
27255 千円

最終現計

予算額
27218 千円

最終現計

予算額

95.4 ％ 達成率 97.1 ％ 達成率

25551 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 27157 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 96.3 ％ 達成率

件 実績値 3912

4100 件 目標値 4200 件 目標値 4300 件

実績値 件 実績値 3852 件 実績値 件件 実績値 4080

当初 事　項 認知症医療体制整備推進事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

認知症専門医療の提供と県下全域における認知症医療及び地域連携の拠点として、認知

症疾患医療センターを運営する。

始期 2012

終期

Ｋ  P  Ｉ

認知症疾患医療センターにおける専門医療相談の件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 4000 件 目標値

７

年

度

要因分析

要因
R3年度にひきこもり相談窓口が市町に明確化されたことにより、対象となる方が地元窓口へ直接相談するようになったと考

えられるため。

総括

見直し方向性 改善

ひきこもり相談窓口が市町に明確化されているという現状を踏まえると、今後も県ではなく市町に相談す

る方が多いと見込まれるため、令和8年度では、窓口の周知はもとより、本人・家族への個別面談の実施を

更に推進していくことにより、相談件数の増とひきこもりからの脱却に繋げていく。

決算額 8459 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 465

千円 決算額 8822 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
8642 千円

最終現計

予算額
8831 千円

最終現計

予算額

73.9 ％ 達成率 86.5 ％ 達成率

9287 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 7978 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 80.3 ％ 達成率

件 実績値 739

1000 件 目標値 1000 件 目標値 1000 件

実績値 783 件 実績値 803 件 実績値 件件 実績値 865

当初 事　項 ひきこもり支援推進事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

ひきこもり支援を推進するため、第一次相談窓口として「ひきこもり相談室」を運営す

るとともに、相談の内容に応じて対象者を医療・保健・福祉・教育・労働等の適切な関

係機関につなげる体制を整備する。

始期 2011

終期

Ｋ  P  Ｉ

相談件数（保健所及び心と体の健康センター）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 1000 件 目標値



7

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

8

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

見直し方向性 維持

令和５年度に設置した児童精神医学講座では、令和７年度の子どものこころ専門医の養成を目標として、

人材育成や実習を計画的に取り組んだ結果、養成数２名の実績に繋がった。引き続き養成に取り組むこと

で専門医師の確保を目指す。

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因

総括

当初 事　項 児童精神医学講座設置事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

児童・思春期医療の向上のため、愛媛大学に寄附講座「児童精神医学講座」を設置し、児童・

思春期精神科領域における教育、研究、診療等を行うことで診療体制の強化や子どものこころ

専門医を養成するほか、児童・思春期の医療システム・教育システムを構築する。

始期 2023

終期 2027

決算額 26800 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額

千円 決算額 26800 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
27800 千円

最終現計

予算額
26800 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 200 ％ 達成率

26800 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 27800 千円

ストック

/フロー
ストック 達成率 100 ％ 達成率

人 実績値 0実績値 0

子どものこころ専門医の養成数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 人 目標値 0 人 目標値 1 人 目標値 1 人

実績値 人

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成もしくはそれに近い値となると考えられることから、見直しは

想定していない。

人 実績値 人人 実績値 2

Ｋ  P  Ｉ

決算額 3166 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 673

千円 決算額 2506 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
4473 千円

最終現計

予算額
3339 千円

最終現計

予算額

102.3 ％ 達成率 115.7 ％ 達成率

3179 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 3130 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 97.8 ％ 達成率

人 実績値 1023

1000 人 目標値 1000 人 目標値 1000 人

実績値 797 人 実績値 978 人 実績値 人人 実績値 1157

当初 事　項 依存症対策地域連携強化事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

県・医療機関・民間支援団体等の関係機関が連携し、アルコール、薬物、ギャンブルの

各依存症患者や家族が安心して暮らすことのできる支援体制の構築を図る。

始期 2018

終期

Ｋ  P  Ｉ

依存症関連の相談者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 1000 人 目標値


